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原
単
位
計
算
制
度
に
關
す
る
荇
干
，の
考
察
-

八

(

八
叫
八〕

尙
ほ
か
X
る
針
®:
.例
は
具
體
的
數
字
.を
用
ふ
る
こ
と
に
^
つ
て
興§

相
互
の
關
聯
を
明
瞭
な
ら
し
め
得
各
の
で
あ
る
が
f
i

に
は
そ

.

.
の

餘

自

も

な

い

か

，
ら

し

て

、

_
て
、
'本
委
員
會
に
淤
け
る
調
査
の
全
體
の
結
果
を
譯
出
し
近
い
將
來
に
刊
行
ず
る
豫
定
で
あ
る
。 
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國
•#
論』

は
、
ス
ト
ラ
ア
ン
、
カ
デ
ル
父
子
、
及
び
碾
•
デ
ヴ
、ィ
ス
に
よ
つ
て
出
さ
れ
た
偷
敦
扳
を
正
統
と
す
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れ
ば
、
そ
れ
以
外
の
.出
版
紫
に
よ
る
も
の
は
と
れ
•を
異
版
と
稱
す
べ
く
、
著
者
の
許
諸
な
，̂
1»
て
出
版
さ
れ
た
も
.の
は
、
鵂
版
と
な
す 

ベ
、く
、
そ
の
夥
し
い
版
數
は
、
鄕
國
に
於
け
る
思
想
界
‘の
指
導
的
，役

割

.^
表

徵

す

る

。

註

そ

し

て

'
ま

た

し

の

國

内

に

於

け

る

夥

し

い

出 

、
版

が'そ
の
後
世
へ
の
■影
響
を
示
す
も
の
と
す
れ
.ば
、
國
外
へ
.の
反
響
は
、
正
に
そ
の
.翻
_
窗
が
ヒ
れ
•を
反
映
す
と
言
ふ
べ
き
で
あ
ら
ぅ
。

.

“註

三

W
學
會
雜
誌
、
紙
一1

一
十
六
.卷

、
第
九
號
、
'
小

稿

1
國
，富
論
書
誌
し
，
，，

，
•
’
，
.

.
:
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...

二
七
七
六
年「

國
富
論」

が
出
版
さ
れ
方
時
、
ス
ミ
ス
，の
周
圍
の
人
達
は
、
そ
れ
が
»
が
て
卿
蘭
西
語
に
移
さ
れ
、る
ヒ
と
を
期
澈
し
た
.

，(

び

抑

^

ぬ

^
が

%

_

0
ぬ

- |
が
ー)

。
し

亡

そ

Q

f

M
ぃ
外
國
I

佛

醫

S

さ
れ
な
く

て
、
獨
逸
語
で
公
に
さ
れ
た
。
後
に
述
べ
る

J

.
F
•
シ
ラ
ア
の
譯
が
そ
也
で

•あ
る

o
、怫
蘭
西

.で
ば
前

'ぬ

「

道
德
俏
操
論」

の
翻
譯
を
出

- 

し
於
こ
と
も
あ
る
ブ
ラ
ヴ H 
が 

一
七
七
九
年1

月
よ
り
翌
年
十
二
月
ま
で「

農
業
商
業
財
政
及
び
藝
術
新
聞

'Journal^agriculture, 

c
o
m
m
e
r
^
, 

s
n
s
c
e

 et‘
arts •

に

國

富

諭

の

翻

譯

灰

連
！！

し

た
.
oこ
の
‘

翻
！
！

は
二
七
八
一
年
及
び
一
.七
八
ん
奔
に
匿
名
で
單
行
本
に
織 

，

-
‘ 

-
1

3

M

論』
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V
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'

で

.
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六
.
 ̂

(

八
•四
九)

.
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^
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の
.ィ
ヴ
エ
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Vド
ドY

v
p
r
d
o
n

版

/>
卷
本
及
び
偷
敦
巴
里
版
1
.
1
潘
本
が
こ
れ
で
あ
る
が
前
者
に
は
•編
苕
の
稍
'
長
い
序
文
が
、

.

附
し
て
あ
'り
、
'そ
、の
中
'で
’
^
®
.
上
梓
の
由
來
钇
次
の
や
ぅ
に
書
い
で
居
る
？「

こ
か『

研
究』

•が

-^
吉
利
X
現
は
れ
た
時
、
_

雜
謙
•で 

E
里
に
知
ら
ミ
れ
た
が
、
こ
れ
を
猢
譯
す
.る
、
況
-^
4:
-や
こ
^
を
出
版
す
る
觅
氣
あ
ふ
孓
.の
が
，あ
る
レ」

は
、
思
ひ
も
及
•ば
な
い
と
と
で 

あ
っ
た
。
こ
；5
を
苦
々
'(
0
不
争
な
，浮
雜
さ
の
せ
い
に
す
る
(/
>
,は
問
遽
ひ
で
あ
る
。
•こ
の
缺
點
は
，俯
染
す
る
と
し
て
も
、
批
間
全
般
に
及 

,
ぶ
こ
と
は
な
い
。
こ
の
仕
事
を
實
行
す
る
充
分
擧
酿
あ
る
、
贫
八
刀
公
益
，に
献
身
的
敌
學
者
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
.吾
々
は
こ
の
舉
者
が

'

分
削
し
て
發
表
し
な
妙
れ
ば
な
ら
氬
か
っ
た
そ
の
勞
作
の
备
部
分
を
接
合
し
て
、
彼
れ
‘を
肋
け
ね
ば
.な
ち
ぬ
、と
考
へ
た
。
で
な
け
れ
ば
、

.

.
* 

: 

,
、
. 

-
. 
、
 

»f 

,
 

. .

» 

. 

■ 

. 

*
 

、

,

ス
ミ
ス
の
著
作
は
、
利
用
す
る
こ
と
■も
、
そ
れ
に
就
い
，て
1£
し
い
觀
念
を
形
成
-
.す
る
こ
と
も
、
福
難
で
あ
ら
ぅ
。」

9

さ
後
者
に
は
、
 

S

の
序
文
の
多
少
筲
異
し
た
も
の
が
附
さ
れ
.て
居
る
。
乙
れ
，に
よ
つ
て
知
，ら
れ
る
や
ぅ
に
、

の
兩
版
は
、
_
者
ブ
Uフ
ヴ
工
，に
よ
つ
て

ヒ
谇
さ
れ
た
0
で
.な
い
O'
彼
れ
自
身
ほ
一
八
〇
〇
年

「

市
民
ブ
ラ
ヴ
エJ

l
e

 s
o
y
e
n

 

B
l
a
v
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t

の
：名
に
よ
つ
て
、
同
じ
く .Recherchesr 
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V

.
,し
た
'0
_そ
し
、て
そ
の
序
家
で
>
ビ

<0
'
-兩
版
'に
觸
れ
'「

私
は
こ
'の
.翻
_
が
か
、の
新
聞
を
拔
げ
出
る
必
要
あ
る
も
の
と
は
、會
0
て
考
へ
な 

か
-っ
た
、
し
か
し
そ
れ
は
、
売
結
す
る
、や
^
や
イ
ヴ
.

H

丨
ル
.ド
ン
で
>,
前
よ
り
も
誤
謬
の
多
い
，¥|
珍
六
卷
本
士
し
て
複
刻
さ
れ
た
6
私 

,

は
長
^
間
そ
れ
を
知
.ら
な
か
つ
た
-°
然
る
に
.そ
れ
は
ま
た
'
.七
八
八
苹
私
の
知
>̂
.な
い
間
に
傘
備
さ
れ
た
一
新
版
に
.よ
つ
て
、
こ
の
翻 

、

-/
^
に
相
應
し
い
日
蔭
の
墩
涯
が
ら
引
出
さ
れ
た
タ
そ
れ
.は
、•イ
ヴH

丨
ル
ド
‘ン
版
以
上
に
損
は
れ
て
居
る
。
出
版
.
#肆
は
、
吾
々
：が
旣
：に 

ス
.ミ
ス
に
懷
く
高
評
の
御
蔭
で
可
.な
り
夭
部
數
を
，賣
捌
い
た
が
、
ム
か
し
そ
れ
に
對
す
る
活
撥
な
沘
評
を
招
い
たJ

と
言
っ
■て
局
る
，
 

パ

c
p
‘. ix-x)。

實
際
彼
れ
^
針
す
^
批
評
に
は
相
當
辛
辣
な
C
の
が
あ
つ
.た
？

モ
レ
レ
ニ
は
、
先
に
惡g|

で
道
德
情
操
論
を
殺
し
た
前
の

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
锨
の
僧(

ブ
ラ
ヴ
'工)

沢
そ
の
等
し
v>
-
國
富
論
の
惡
譯
、で
私
を
出
拔
い
.た
^_

彼
れ
も
ま
た
國
赏
論
の
胃
|^
を
企
て
、 

居
た
ひ
で
^
る_

「

就
ひ
靡
な
ス
ミ
ス
は
、
伊
太
利
の
護.Hradottore 

に
從
つ
て
、
ま
た
翻
譯
さ
れ
為
い
で
，逆
か
れ 

た」

A
惡

罵

を

送

つ

た

腺

£
5
9
_
y

ブ
ラ
ヴ
エ
は
こ
れ
等
の
批
評
に
應
へ
る
た
め
に
、
倫
敦
巴
迅
版
の
出
た
一
七
八
八
苹
十 

ニ
，月

(

五
日)

「

巴

恥

新

間

」

に
，、*
1
#ゼ
寄
せ
て
*
そ
れ
け
被
れ
の
’意
思
に
反
し
’て
公
に
-さ
れ
衣
^
の
•だ
と
釋
明
し
た
。r
そ
れ
は
私
が
’
 

苗
分
•の
衣
め
に
他
人
の
批
評
を
願
if
し

な

ん

人
の
粗
晷
さ
を
似
つ
て
、
ま
た
^
文
を
正
確
に
氣
す
る
.た
.め
に
，私
缺
く
る
羌
の
を
總
て
、
 

’
-钿
悉
し
な
が
ら
、
_
出
し
た
も
の
祀
外
な
ら
な
い
。
ま
た
と
れ
を
公
に
し
や
ぅ
&
ど
と
は
夢
に
も
思
は
な
如
つ
>た
.の
で
あ
る
が
々
私
の 

友
人
で
あ
る
ァ
ス
ィ
ル
.ホ
.ン
氏
が
故
に
そ
め『

S
業
藝
術
^
ぴ
商
槳
新
聞』

' 
に
載
せ
る
面
1̂
1
い
論
文
が
.な
い
の
.で

困
つ
.て

居

る

上

が

明 

け
た
時
、
そ
れ
が
甚
し
く
缺
陷
を
も
つ
こ
，と
を
谈
め
級
ら
せ
\て
こ
^ :
を
彼
に
提
供
す
-る
>:
い
ふ
.考
へ
が
私
の
.胸
に
浮
ん
だ
の
'で
あ
る
。
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私
は
そ
れ
は
丨
そ
の
機
會
で
あ
る
と
共
に
、
私
ょ
り
も
能
力
の
あ
る
入
を
促
し
て
、
吾
々
に
，一

燉

い

を

興

；へ
石
や
^
誘
ふ
、
'原
，文

-

,
の
價
値
を
充
分
知
ら
叱
る
方
便
で
あ
•る
と
考
へ
た
。
.か
く
て
彼
れ
は
こ
れ
を
あ
の
通
り
彼
れ
の
新
聞
に
损
載
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
.

,I

七

七

泰

一

月
I

半
か
ら 

 ̂

1

の

「

ア
^'
ム

•
ス

ミ

ス

文

庫
.̂

錄j
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Library 

of 
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に
據
れ
ば
、
ブ
、ラ
ヴ
ユ
に
、
こ
の
他
に
一
七 

' 
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巴
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版
三
^
本

•
が
あ
り
、
そ
れ
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ス
ミ
ス
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敝
ら
れ
て
ー
居
る
セ
と
，が
記
戦
さ
れ
て
.居
る
.
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•この
•好
意
•に
對
し
て
r 

1

5̂
ス
ミ
ス
は 

,
本
譯
齋
の
芳
ば
し
‘く
な
い
神
評
^
も
拘
ら
ず
、
.
.

一

七
八
一
ー
华
七
月
一
？

三

日

に

次

の

や

ぅ

な

鄭

，重
な
，手

紙

を

«
い
て
'居
る
。r

最
近
倫
敦 

に
滞
在
中
畏
友
、.ラ
ム
ス
デ
ン
氏
か
ら
拙
费
の
*,
.派
な
貴
|
!ゼ
共
に
^
翰
を
受
取
り
ソ
ま
し
‘た
0
倫
敦
で
は
い
•ろ
，̂
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•忙
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私
に
示
さ
れ
た
御
好
f

名

機
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し

為

禮
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述
べ
る
贩
H
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で
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た
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私
、の
著
作
を
’ 

■
そ
の
鑑
賞
.^
批
評
と
を
#
が
最
も
尊
敬
す
る
‘歐
羅
巴
^;
國
届
.に
紹
介
す
，る
.に
ょ
つ
て
、
拭
に
著
者
に
示
し
得
る
燉
大
の 

ジ
好
寓
'を
寄
せ
ら
れ
た
。
私
の
，
.處
女
作
の
貴
君
の
翮
_
は
ひ
ど
く
滿
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滿
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鉍
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. le marquis 

de 
Condorcet.

が
出
た 

_ 者 
J • 

A 
•
ル
ー
シ
エ 

Jean Antohie K.§
cher 

は 

佛
蘭
西
f

の
犠
牲
と
し
て
斷
頭
臺
の
露
;^
消
走
た
簿
命
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詩
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あ
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。
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里
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餘
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强
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萦
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；
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の
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翻
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彼
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翻
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翻
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史
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翻
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又
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潘
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翻
譯
を
出
拔
か
れ
た
と
言
•つ
た
モ
レ
レH

>

gG>
>
‘
I

M

&

3
も
シ
エ
-
ル
バ
ー
ン
’
卿

を

通

じ

て

著

者

か

ら

國 

富
論
S

呈
を
受
け
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つ
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つ
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は
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シ
ユ
X 

S
車
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ご
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識

り

、

弗
蘭
西
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於
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陵
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友
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つ
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濟
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問
題
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は
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業
、
銀
行
、
公
債
の
理
m
、
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び
1
時
ス
ミ
ス
が
考
へ
.て
居
た
大
著
に
於
け 

る
棒
々
の
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、に
就
い
て
論
じ
合
<?
た
、の
で
あ
夕
た
0
黎
说
後
に
ス
ミ
ス
を
ろ
管
、彼
を
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自
ら
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る
總
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^
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介
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懈
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出
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八
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、
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に
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市
駐
布
の
諾
咸
如
商
周
の
勘
記
と
な
つ
た
ひ
と
で
あ
る
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•七
六
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豪
商
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ト
I
l
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c
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家
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し
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赴
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三
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ぃ
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介
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簡
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^
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參
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濟
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概
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薄
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あ
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即
は
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の
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械
で
あ
る
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に
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殆
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.
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得
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。
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得
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と
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述
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褐
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梓
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史
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デ
ィ
？
 

A

;
イ
等
の
評

誰
を
师
し
た
第
ー
ご
阪
が|

主
要
經
濟
學
嘗
著
作
集」

COIIe'ctlonwes 
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右
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濟
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兩
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長
序
は
最
早
有
益
と
思
は
.
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代
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さ
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國
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そ
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も
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が
こ
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年
の
三
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公
に
さ
れ
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あ
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か
ら
、
彼
れ
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に
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だ
と
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ら
れ
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膜
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。

第
一
卷
に
は
瘙
文
が
な
い
。
東
東
帝
國
大®

經
濟
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藏
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献
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ら
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述
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^
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鸾
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叫
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濟
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述
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富
論
が
初
め
て
露
«
蓝
に
移
さ
れ
、た
の
は
一
八
0
ー一 

1
〇
六
年
贮
過
ぎ
激
八
が
、
、こ
の
國
に
，ス
、、>
ス
.の
風
想
が
紹
介
さ
れ
た
の
は
、

非
常
に
夙
か
”つ
た
。

1
'七
1/\
'
〇
年
代
に
靑
年
を
外
國
に
留
學
.さ
せ
る
風
が
机
ぐ
こ
の
國
に
行
は
れ
；た
。

一
.七
六
•一.年
.モ
、
ス

コ

ー
大
學
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命
令
で
グ
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ス
-ゴ一

に
學
ん
だ.
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a
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o
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も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
と
も
に
グ
チ
ス
'、マ
で
锊
學
及
ぴ
法
學
の
學
位
を
と
つ
て
一
七
六
七
a'
--ヰ
歸
國
し
たo 

こ
の
一
ー
人
が
初
％

て

.露
西
：他
の
大
學
に
ス
ミ
ス
の
敷
說
を
紹
介
し
た
の
で
あ
る
。

じ
か
~し
彼
等
が
ス
ミ
ス
の
敎
へ
を
受
け
た
Q
<は
比
較 

的
短
期
間
で
あ
‘つ
た
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
■な
い
。
蓋
し 
一
-A
はf

七

六

一

年

グ

ラ

ス

ゴ
I

■
に
到
着
し
、
ス
ミ
ス
は
六
四
年
一
月
に
# 

蘭
瓯
に
旅
立
つ
て
；
る
の
だ
か
ら
。
'ト
レ
チ
ア
コ
，
フ
の
方
は
割
合
夭
く
死
ん
だ
か
ら
そ
の
ぎ
問
上
の
業
續
は
少
い
0
僅
が
に
三
つ
の
公 

開
講
演
_が
殘
つ
て
.ゐ
る
だ
け
.で
あ
る
。
し
か
し一

七
七
ニ
苹
六>

；；

三
‘十
日
モ
スn 

I
大
學
の
講
演
#
で
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つ
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も
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、
ス
ミ
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講

_
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寒
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^

■
ゐ
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^
が
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藤

&
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靡
_
贫
齡
換
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與
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3
管
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囟
矣
^
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。
そ
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な
か
で
ス
ミ
ス
の
所
說
の
本
質
的
の
も
の
が
摘
單
に
、述
べ
ら
れ
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し
か
も
そ
の
-例

引
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て
^:
'

明

し

て

ゐ

る

こ

と
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特
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注
 

.意
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價
す
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假
り
に
時
_

作
者
ま
た
は
.針
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や
ぅ
な
い
た
つ
.て
つ
ま
ら
な
い
も
，の
、の
製
造
人
で
も
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そ
、れ
等
も
し
く
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司
1
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p
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の
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似
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勿
論
ト
レ
チ
ア
コ
フ
が
ス
ミ
ス
の
グ
ラ
ス
*
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-に
’於
.け
る
講
義
を
祖
述
し
て
ゐ
.る
こA

J

に
因
る
も
の
で
あ
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が
、
，ま
た
.彼
の
恩
師
が
そ
の
.頌
旣
に
後
の
大
著
の
一
部
を
準
備
し
づ
つ
あ
つ
た
ー
つ
の
.證
據
で
も
あ
る
譯
で
.あ
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實
際
ス
ミ
ス
が
一
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七
五
〇
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代
と
い
ふ
凤
い
頃
に
旣
に
そ
や
法
學
講
演
セ
經
濟
胤
想
の
.片
鱗
を
於
し
て
ゐ
る
こ
ど
は
*
別
.に
述
べ
た
通
り
で
"あ
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f

m
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i
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f

^
H t)

o
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コ
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國
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^

た
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い
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；̂
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國
富
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大
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ー
妒
软
ふ
問
&
の
範
圍
呔
ト
レ
チ
ア
コ
フ
ょ:1
)
も
廣
い
。
を
れ
等
は
ア
グ
ム•
ス
ミ
ス
、の
名
と
直
接
の
繫
り
が
な
い
？

「
そ
の
對
象
の
撰
■擇
に
'デ
ス
ニ
ト
ス
.キ
-
1は
金
く
獨
立
で
あ
る
や>
に
見
え
る
。
而
し
硏
究_方
向
を
ア
.グ
^

ス
ミ
ズ
.に
藉
0
て
ゐ
る
こ

t 
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.
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ゐ
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 f
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.
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彼
•れ
は
モ
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d

1大
學
に
ロ
ー

マ
法

i
T
a

シ
ア
歡
學
か
講
座
を
擔
任
し
、
二
十
年
在
任
の
後

I

七
八
七
年
退
隱
し
、
八'九
’年
ス
ミ
r
c.i
t
:

I'

牢
先
立
◊
て
逝
い
た
。
彼
れ
は
大
學
の
公
開
講
演
の-

1

つ
で
ノ
一 

部
'の
人
々
の
他
に
_對
す
る
支
配
力.は
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一)

そ
.の
肉
體
の
優
越
、 

a
o

そ
の
心
性
ぬ
優
越
ド
及
び

(

三)

そ
め
富
と
豐
富
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

r

し
.か
し
主
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し
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人
、に
名#
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及
び
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ヘ

漏
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漏
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難
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■
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!
^
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ゐ
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し
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政
府
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そ
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た
め
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譯
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五
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ル
ー
ブ
ル
の
補
助
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.金
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與
へ
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の
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あ
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j
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ま
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近
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一
九
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1
5
5

这

K
.

s
a
r
b
p

i

汐

w

a

^

pか
、ら
新
譯
が
出
さ
れ
、 

三

五

年

に

苒

版

さ

れ

て

ゐ

る

^

8

1

0

o
^

.

ま
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土
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古
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比
較
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八
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光
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&齡
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す
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と
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庵
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|
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ね
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あ
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か
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一
八
八
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ロ
ジ
ャ
ー
ス
版
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第
二
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版
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も
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あ
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ぅ
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輝
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近
四
世
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價
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變
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す
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倫
敦
麥
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四
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ム
ス
テ
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國
甿
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ル
な
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經
て
谳
介
さ
れ
た
か
。
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'
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わ
が
國
で
は
、
經
濟
學
€
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1と
マ
致
す
る
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，
薇
し
払
く
か
ら
对
歐
と
の
、交
澉
が
あ
つ
た
と
し
て
も
、
そ
の
文
物
於
わ
.が
國
に
本
格
的
に
•
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さ
れ
た
の
は
、
幕
末
で
あ
り
、
ま
た
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頃
歐
羅
巴
の
思
逝
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支
配
'し
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.の
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'
茁
統
派
經
濟
學
で
あ
つ
た
か
ら
で
耖
る
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前
，述
マ
，
ッ
ク
ス
ン
ス
テ
ィ
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1
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第
一
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び
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卷
で
あ
る
こ
と
は
、
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の
出
版
事
項
か
ら
見
1
疑
.ひ
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い
6
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し
て
と
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等
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が

ー

，
八

五

八

带

(

安
政
六
哔)

砰
渡
6
際
も
‘ち
來
つ
た
も
の
と
考
へ
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れ
'て
ゐ
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の
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苹
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せ
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加
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ボ
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濟
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布
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京
辄
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服
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會
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戴
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さ
れ
て
ゐ
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^
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ふ
.と
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O
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紀
龛
論
文
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卷
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史
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理
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藤
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辉
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八
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文
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岛
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藏
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茛
參
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'■

で
は
.わ
が
國
で
飢
.め
て
ア
グ
ム
ょ
ス
ミ
ス
の
胤
想
に
觸
ル
た
ひ
と
は
誰
れ
で
あ
つ
だ
ら
ぅ
か
'0
先
4つ
考
へ
ら
れ
る
の
は
福
澤
論
吉
先 

.

生
で
，
あ

る

。

先

坐

は

文

久

一

¥

翻
_
官
と
し
て
德
川
嵇
盼
の
，遺
歐
使
節
上
從
ひ
歐
赢
巴
に
赴
か
れ
た
際
、「

チ
ヤ
ン
ブ
ル
氏
敎
育
_
木
巾
-
 

,

•經
濟
の1

小
册
子」

を
求
め
、，
當
時「

日
本
國
中
稀
ず
の
珍
縣
；1と
し
て
愛
讀
し
て
居
ら
れ
た(

^

_
谶
|

5

_
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|

麵
金)
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こ
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チ
工

1
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声
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b
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 c
h
a
m
b
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パ
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叢
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濟
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n
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あ
つ
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^

^

|

^

^
べ̂
^

^

)
づ
出
版
者
等
が
1
-經
濟
學
原
、理
の
知
識
が
初
等
於
育
の一

部
門
を
形
成
し 

,

.

,
な
け
ル
ば
セ
ら
な
い
と
信
じ
、
,そ
.の
道
.の
あ
ら
ゆ
る
方
面
^
堪
能
尨 

ー\著
者
认
助
カ
を
猎
て
'

」

編
纂
し
た
人
|
:書
で
あ
る
{
^
0清

*

)

。
先
'

一；：：：.：

ぢ

ー
-̂

誠シ

，
ペ

チ

ィ

シ
0

ン
と
い
.ふ
原
語
に
競
爭
と
い
ふ
_
字
を
迆
り
坩
し
て
.

「

前
後
一I
十
條
ば
か
り」

.を
譯
し
て
提
出
ざ
れ
だ
と
h
が
あ
つ
た
。

そ
の
祈
こ
の
谨
役
が
爭
と
い
ふ
字
が
穩
か
で
な
い
と
言
ふ
の
で
、「

是
れ
は
何
も
珍
ら
し
い
こ
と
は
な
い
、.
日
本
の
商
人
の
し
て
居
る
‘通 

り
、
觀
で
^
を
安v

寶
る
と
一K

へ
ば
此
方
の
店
で
は
ソ
レ
よ
が
も
安
く
し
や
う
^
又
甲
の
商
人
が
品
物
を
宜
く
ゴ
^-
と
茇
へ
ば
、
乙
は 

ソ
レ
よ
り
も
ー
曆
宜
く
し
て
客
を
呼
ば
う
と
斯
う
一K

ふ
の
で
、
-

金
貸
が
利
息
^
下
げ
'れ
ば
、
隣
の
金
貸
,̂
割
合
を
^
く
し
て
店
.
 

の

繁

昌

を

謀

る

'
ど

 
一一

4 4'

や
う
な
蕻
で
、
亙
に
競
ひ
爭
ふ
て
ソ
レ
で
以
て
ち
や
'ん
と
、物
價
も
定
ま
れ
ば
金
利
も
極
ま
る
*•之
を
名
づ
.け

，
 

免
歡
_
と
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ー
⑩

ー
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で

郑

で
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賣

调

界
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大

本

が

處
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ら
れ
て
ゐ
る(

g

▲
翁

一

自

七

他

)
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こ
の
記
述
に
は
晚
日
.の
啬
載
は
贫
い
が
、
私
は
そ
れ
を
慶
應
三
年一

月
先
生
の
再
度
ア
人
リ
ヵ 

渡
航
ま
で
の
减
石
日
と
考
へ
.て
考
1

で
.ぁ
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^

|
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^

^
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|
崎
^
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^
1评)
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慶
應
H-
年
先
生
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西
洋
事
情
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S
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半
す
な
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ソ
サ
ィ
ャ
ル
エ
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ノ
ミ
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關
す
る
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_
さ
れ
た
。
：
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し
て
凌
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卷
三
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經
濟
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總
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#
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a
t
u
r
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 of P01itical...e8rviy)

にf

經
濟
學
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す
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食
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給

し

財
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增
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舍
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澈
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人

を

し
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歡

樂
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_
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ぼ
_
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_
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取
^

|

^
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け
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f
a
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篇

1

出
せ
ら
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な
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0
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乳
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チ

ヵ

ル
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コ
ノ
ミ
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は

、
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前
，に
淼
府
，の
掼
役
に
^
川
さ
れ
だ
^

^
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關
後
ニ
十
條
ば
か
り」

に
相
當
す
る
部
分
で
ぁ
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そ
れ
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就
い
て
は
、
同
年
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|1
1
孝
平
が 

.ゥ 

4 
リ
ア
ム
•
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ス
'の『

li
:
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濟
概
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.
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濟
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ら
九
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叙
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「
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ム
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ス
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ス
が
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ン
の
製
造
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て
與
へ
た
叙
述
ほ
ど
分
業
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氤
を
よ
く
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ず
る
も
の
は
な
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章
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れ
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ゐ
I
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生
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二
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濟
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れ
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し
'て
居
£>
.
,れ
た
^
ぃ
ふ
^
止
め

:
_

兑
ィ
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節
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述
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滞
金
集』

大
讯
十
四
苹
版
、
第
网
卷
^
-⑴
演
說
會
笫
莨
阅
の
記
^
五
七
七 

.

.
'
5、ま
タ
歐
羅
巴
ょ
り
歸
リ
て
頻
1
に
作
書
を
爾
み』

;?
*

い
て
-屛
ら
れ
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と
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部
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本
齊
く
そ
め
著
，濟
ド
就
y'
て
は
、高
橋
孰
；

I,

郎
敎
授
っ
=
本
に
於
.け
る
經
濟
學
の
發
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學
斯
の
：1
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敗
-
:篇
、
昭
和
十
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に
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し
レ
。
本
^
も
ノ
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份
舉
の
3£
礎
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^
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!
1
.は、
わ
が
例
の
あ
ら
ゆ
る
^
校
で
敎
へ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬJ 

W

い
ふ
信
念
か
ら
，、
そ
こ 

パ
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b

「

系
統
的
知
識j
を
注
^
Xす
る
た
怂
，rc
試
み
.た
•一
例
の
入
門
臀
で
あ
る
J
彼
れ
は
そ
の
序
文
で
、
經
濟
乳—
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言
は
ビ
偶
然
に
私
の
手
姐
か 
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來
.
た

も

の

で

あ

る

。

私

は

菸

か

っ

た

顷

の

，
こ
：
の
仆
-

合
せ
な
川
來
_
、に
遡
り
得
る
典
の
利
益
を
認
識
し
て
ゐ
た
0
私
は
私
を
^
:い
て
私
の
研
究
..

,

’

に
入
ら
せ
、
そ
れ
令
級
け
で
ゆ
く
や
に
啪
け
で
了
さ
っ
た
典
の
親
切
.だ
、
擧
殖
あ
る
完
成
し
た
人
連——

常
時
fi
私
に
は
未
知
の
ひV

で
あ 

っ
た
へ
-―

に
、
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そ
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で
あ
る
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ぅ
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。
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ム
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ョ
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達

し
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英

學
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を
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つ

て

レ

て

も

、

『

初

め
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「

之
を
譲
む
こ
と
頗
る
軋
難
L
>せ
ら
れ
、r
再
n

s
四
復
'譲
し
て
漸
く
其
漆
を
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せ
ら
れ
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の
で
あ
っ
た
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謂

禮
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秋
部
阪
、

Jr
.
l
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》

^

e

チ

于

丨

レ

パ

1

ズ
の
經
濟
觀
は
、
H

X

か

ら

よ

-
く

ヒ

れ

を

te
化
し
て
ル
た
こ
と
は
、前記

『

自傅

』

の
#
話からも推

.

察
で
き
る
。
し
如
し
こ
の
迦
獬
に
兜
坐
は
金
く
獨
學
で
律
し
ら
办
た
れ
で
枭
る
。
わ

が

.®
で
初
め
て
正
式
に
、外
人
敎
師
に
就
い
■て
經
濟 

の
講
義
を
受
け
れ
の
は
、
'文
久
ニ
年
德
川
縣
府
か
ら
和
蘭
に
卻
鞔
を
命
1
ら
れ
た
视
周
及
び
難
田
.眞

一

郞

の

，
雨
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つ
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學
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法
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萬
國
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法
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法
學
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濟
學
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計
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朝
夫
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版
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萬
國
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應
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應
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治
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で
あ
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け
れ
ど
も
經
濟
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に
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す
る
も
の
だ
け
は
商
語
に
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さ

れ

な

か

、
つ

た
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で
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は
嘗
て
彼
等
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に
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し
た
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旣 
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.
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|

彥

に

據

れ

ば

、
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ノ

1

は

津

田

家
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載

贫

灰

^

^
1:_

奮

_

額

*
%
^
顏

題

,
田

-«
道

動

集

_
;
:
漏

靈
:&
;
^
1
«
定
,

は
經
濟
學
者
と
•し
そ
は
芷
縮
學
派
の
流
舴
を
汲
む
自
然
法
^

の

色

彩

の

，
濃

い

，ひ

と

で

あ
，
つ
，た

。

津

田

，
家

か

ら

慶

_

_

塾
圖
書
館
.に

寄

： 

敝
せ
ら
れ
た『

銃
許
學
概
要』

0
3
;
1
甚
^
的
5*
3
€
:
1
6
1
1

der 

Statistibk

の
、> 1
ト
に
は
異
邦
の
留
擧
生
に
對
■す

る「

經
濟
學
制
步
J
d
e

.
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.
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パ
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w
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(?oinselen 

staatlluisTtloudkunde,

の
^
文
が
收
め
ら
れ
て
.ゐ
る
。
全
文
は
次
ぎ
.(
0

&

で̂
あ
る
\°
、パ

►

，人-
.
:
.
.
-

へ.
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國
家
經
濟
學
は
元
來
阈
家
經
濟
の
、
す
な
は
ち
國
家
が
そ
の
財
靡
、
收
人
及
び
支
出
を
最
も
有
利
に
處
理
す
る
仕
方
に
就
い
，て
の

知
識
で
あ
るo

ぺ

-

、

，、
：

」

 

:

‘
 

•

.

 

ニ
.

 

' 

•
•

 

' 

•

 

■

第
十
八
世
紀
の
中
葉
、初
め
.て
經
濟
^：

原

®

樹

立

の努
力
の
行
は
.れ
た
頃
、
そ
れ
が
則
t>
ま
た
本
來
.こ
の
.學
問
の
目
的
で
あ
っ
たO

' 
ル

，
 

*

 
- 

.

ノ 

■ 

三
*

'

.
 

• 

: 

' 

' 

: 
’
 

j:

,
け
れ
ど
も
國
家
經
濟
の
こ
の
原
现
の
，硏
寬

に

，
ょ

っ

て

、

'國
{紙
の
利
益
が
國
民
.
.
の
幸
福
と
離
っ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、‘

 

極
め
て
速
か
に
明
か
と
.な
っ
た
'
 

\
 

\ 

'

*

.

.

.

パ

、
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J
\
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声
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.
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.

 

•

 
.
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, 

- 
.-
•
,

〜

人
々
は
ノ
一 

方
に
於
い
て
、！
：家
は
そ
の
收
人
と
財
源
と
を
國
民
の
‘生
糜
物
.か
ら(

特
に
租
税
を
通
じ
て)

抽
き
出
し
、
ま
：た
同
様
に 

ょ

-̂
安
ら
か
な
、
-ょ
り
豐
か
な
收
人
と
は
、
.國
民
が
ょ
り
繁
黎
を
遂
げ
、
そ
の
富
か
ら
'±
り
多
量
の
生
產
物
を
亂
ち
得
る
に
比
例
し

て
，取
，得
さ
れ
-る
.こ
と
を
知
つ
た
。

, 

.
一

.

/ 

/ 

'
 

.
 

■
,
 

.

他

方

-
に

於

い

て
I
國
家
自
身
は
、
特
'に
そ
の
經
濟
の
取
れ
方
と
、
國
家
が
國
民
，か
ら
生
_靡
物
を
徵
收
し
.使
用
す
る
仕
方
に
ょ
っ
て
、
，
 

.國
民
の
富
と
衆
福
•に
大
な
る
影
響
を
見
ぼ
し
得
る
こ
と
が
知
屮
れ
た
。 

,
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か
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V

弋

人

：
々
：
は
ー
、
へ

補

議

濟

：

^
箭

虻
_
ず

务

研

究

：を

翁

渴

：狎
^

擴

ぼ

.

•

 -

 '

 •

 

ニ...':. 

-
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-
 
-
 

.
 

.1
 

.
 

' 
-
 

-、

有
利
ま
於
は
不
利
な
1
諸
原
因
へ
の
硏
究
を
取
り
上
げ
る
杧
至
.っ
た(

ァ
グ
ム
*
ス
ミ
，ス)

。

:.
:
':ー：.
,に
芩
ー_

乾
:-
>

^

_

_ゅ
：各
國
民
橄
亙
_
社
會
坐
裙
は
、.,

';'-

^

る
一
定
法
則
に
從
ふ
こ
と
が
明
か
で
.あ
る
。 

：

>

‘
：

-

、' 

,

八
、

. 

•

ぐ

'

■. 

"

か
く
て
_
家
經
濟
學
は
今
や
ン
，

'

‘
、
 

■
‘

•

パ

' 

: 

\

-1

、
如
何
な
る
自
然
法
若
13
く
は
法
則
が
人
類
私
會
.を
支
配
>

る
か
。

.

/•
■

.

-

，ニ
、
自
然
法
發
動
の
下
に
於
い
て
、
如
何
に
，し
.て一

國
民
の
幸
福
が
推
進
势
ら 1

れ
る
か
。 

、

：

三
、
.政
府
は
、
通
商
政
策
に
ょ
り
、
特
に
自
然
法
へ
の
無
智
か
^
、一

國
民
の
幸
福
：に
ど
ん
な
に
損
害
を
蒙
ら
せ
て
ゐ
る
，•

か

.0
、

.
.
.
.

> 

• 

. 

•
. 

.

•

■■
.
.••
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. • 
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-

-
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、
•
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- 

-
.
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■ 
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 ̂

'
• 

-

織

、
，
雜
究
や
國
_
ゆ
烫
酿
歲
施
政
私
驚
_

:

_

_民
樣
-#
ゅ
‘
猶
_

#
點
把
：鬼
'1
)
;
:が 

•
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

r
'
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.
 

•
•
-
、
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,

、

.、

.こ
：.
^
.を
敎
.

：

へ/る
學
問
で
^
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.
.
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0
:
'
-
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、
/
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.
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國
家
經
濟
學
.は
、
だ
か
ら
'、次
ぎ
の
や
•，ぅ
に
區
分
ざ
れ
る
9

.
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.
• 

:
. 

.
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.

.
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-
-
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り
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義

_

論

膂

_

■

馨

豪

る

養

靡

資

社

會

_

瀨
_

^

敗i
r

腺
殊
實
踐
部
門
。
こ
こ
で
■.は
一
定
の
國
说
に
、
ま
た
そ
の
.國
民
が
相
交
は
.る
一
定
の
事
情
の
下
に
於
い
て
、

一.般
在
と
關
聯 

し
て
.適
用
さ
れ
名
法
則
が
示
さ
れ
る
。

.
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翻
譯『

國

富

f
i 

: 

•

, 
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こ
九
ニ 

C

八
七
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■

自
づ
か
ら
先
づ
.歐
'羅
巴
の
社
會
狀
態
に
着
目
せ
ざ
る
を
-#
な
W
歐
羅
巴
の
經
濟
學
者
は
、
■だ
か
ら
實
踐
部
門
で
は
、
日
本
人
の
や

ぅ
な
異
邦
人
に
多
少
不
思
議
な
も
0
-
取̂
扱
ふ
の
で
あ
る
。 

.

.

,

’

：

1
1

.

-
.

■ 

. 

■ 

' 

.

A

i 

i 

ノ
 

-

 

/

 
■

'

.

け
れ
ど
名
^

Hm.

象
も
亦
自
づ
•
‘
か

ら

，
、
■

あ
‘ら
ゆ
る
社
會
、
' 有
W
る
國
民
•に
蒸
別
な
く
適
用
す
る
^
般
自
然
法
の
研
究
に
勤
し
ま
な 

.

.け
れ
ば
な
ら
な
いr

洵
故
な
ら
、
こ
の
法
.の
.ぅ
ち
に
有
ゆ
る
國
家
經
濟
學
の
原
理
が
發
見
さ
れ
る
の
で
‘あ
る
か
^
。

,

,

•

' 

. 

ノ

. 
ニ r

. 
' 

:
 

'

菩
々
か
講
義
は
、
か
の
ニ
般
法
$
1
く̂
は
*原
理
め
硏
究
に
-
限

ら

な

げ

ゎ

ぬ

な

ら

な

.
い

0

」

< 

、

.

こ
の
杯
文
に
も
.
•見
え
る
や
ぅ
に
、.
彼
等
1
ま
た
ア
、ク
ム
*.
ス
、へ/
ス

の

思

想

亿

觸

れ

た

最

も

夙

い

，人

達

で

あ

つ

.た
の
で
，あ
る
0 

.

:

わ
が
棚
で
經
濟
學
，が
*'
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
慶
應
義
塾
を
釔
っ
て
嚆
矢
と
す
-る

,°
'
西
、
律
田
^
兩
人
が
>歸
朝
; «
^
兀
游
け
ニ)

。
後
間
も 

な
く
：

g
g

を
襲
っ
て
開
成
所
敎
§

傳
に
任
^ '
せ
-̂

れ
ヽ
續
い
-て
敎
授
職
に
陸
せ
ら
れ
た
^

賴

ぽ

^

^

^

^

‘
文

务

通

り

に

東

奔
 

西

走

し

、
.
ま

た

本

鄕

の

 

>聖
堂
に「

洋
_
之
科」

開
課
の
喩V

,
}

つ

た

け^,
ど
，も
、：

彼
等
が
和
蘭
、か
ら
將
來
し
た
書
物
も
.「

開
封
被
吟
味 

候
樣
之
锶
法」

を
歎
か
-れ
た
ほ
ど
で
^

つ

た

か

，ら

、
V

こ
で
西
洋
經
濟
學
の
講j

r

か
行
は
れ
た
と
■は
思
は
れ
•な
い(

m
M-
l
n
f

〗

o ^
f

l}
。
開 

成
所
で
讀
ま
れ
た
も
の
は
、
多
く
は
物
理
、
本

肇

S

で
あ6

た
と
い
t

と
で
I

■

深

澤

先

 

■^
は
慶
應il

i
¥
w俊
ア
メ
リ
カ
渡
航
の
.際
ケH

1

ラ
ン
ド
の『

經
濟
學
歡
論』

|

八
六
六
年
版
^
!
 ̂

elements 

of political e
c
o
n
o
m
y
、 

Boston) 

l'o
o

^(

第
•四
版
の
複
刻
o初
服
は，一

'^
ー
、
ー
，
七

年

で

.

あ
る)
飞
數
，十
部」

を
購
っ
て
歸
朝
'自

身

講

義

せ

ら

；れ
，た

。

慶

臌

四

年

四

月

、 

慶
應
義
塾
が
鐵
砲
洲
か
ら
新
錢
座
に
移
づ
，た
當
時
の
.授
業
日
.課
.表
’ぬ
は
、「i 

^

1ラ
ジ
-ド
，氏
經
濟
幽
暴
_
 

‘
@藤
諭
吉
火
曜
日
木
曜
，
 

日
土
箭
日
朝
第

+
樣
’ョ
リ
第
士
}時
造」

|

る(

|
|
|幽
輔
_
補

« |
1

^ |)
。\
同
年
几
月
千
音
上
野
、
彰
義
隊
戰
，霞

當

日

，

恰

名

前

記

ウ

.
ェ
ー

ラV

ト
講
義
觉
日
に
當
り
、
パ
先
张
攸「

丁
度
あ
の
時
私
は
英
書
で
經
濟
の
.講
麗
を
し
て
居
ま
し
た」

と
旨
つ
て
居
ら
れ 

る(

^ i
J

I

J^ g
根
顺)

o’独
一
フ
ラ
ン
シ
ス

•
ウ

r

ーヴゾ
ド

F
r
a
l

 

W
a
y
l
a
n
d

は
一
七
丸
山
ハ
年
紐
育
に
生
れ
、*
マ

八

六

灰

年

-に

死

ん 

だ

ユ

一

一

オ

ン

•

カ
レ
，
て

チ

出

身

の

僧

侣

で

あ

つ

て

、

.
一

 

八
ニ
七
年
一
•一
月
ブ
ラ
ウ
ン
大
學
の
_總
長
に
就
往
し
、
そ
の
學
制
を
改
革
し
て
と
れ 

を
媵
盛
^
繅
い
た
、
、彼
抝
敎
場
か
ら
敎
科
書
文
|1
逐
し
、
•溉
代
語
、.
•歷
史
、
經
濟
學
、
’自

然

科

學

、
，の

諸

科

目

，を

增

加

V
て
大
學
の
課
程
.

を
豐
富
に
し
へ
I

^
.a
i

r o
p

e

s

l

J

^
.s
.

^
ls
r
l
c
i
s
Y
^
r
.
l
l

/ .
^ .
^
P
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:
.
S P
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1
J. 
I
n
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e
i
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3
、

彼

自

身

、レ

理

學

、

經
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t
T.
タ
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『

s

_

論』

？
 q

講

義

を

議

と

す

る

あ

る

。
.彼
は
一
八
四o

.

年
第
，三
版
へ
； 

の
序
文
で
、
•本
書
'が「

過
去
數
年
間
ブ
ラ
ゥ
ン
大
學
第
四
年
級
に
行
つ
た
經
濟
學
講S

を
主
內
容
.と
す
る」

も
の
で
あ
る
、で
と
を
言
つ
て 

■ゐ
'る(

^

t? i
,

)

。
本
書
は
固
，ょ
り
經
既
學
史
上
重
要
な
地
，位
を
占
め

.る
知
^
で
な
く
、.

侗
等
斯
裂
に
附
加
へ
る
と
ヒ
ろ
め
，な
.い
も
の
で. 

,あ
0
た
が(

茳
<

±
| H

o
w
i
e
?
)
、

こ
の
國
や
敎
科
書
の
形
で
饀
濟
學
を
說
い
た
最
孰
の
書
で
も
あ
つ
た
か
ら
^

^

^

^

^

^

れ

そ
れ
は
初
め
か
ら
夥
し
、い
賣
れ
高1
示
し
、
三
.十
年
間
に
五
萬
部
も
捌
い
た
と
傳
へ 

ら
れ(

1
1

的

ダ

 

ー1
ェ
ル
•
レ
.ェ
モ
ン
ト
、
、
ト
マ
，ス
•
•
ク.丨

パ

ー

等

と

典

に

ア

ダ

ム

」

•
ス

ミ

ス及
び
そ
の
祖
述
者
等
の
所
說- 

，
を
ァ
メ—

§

及

す

る

吝
§

割
を
果
し
た
の
で
客
た

(
£

び
ぼ
述
セ
リ
グ
マ
ン
は
本 

書
が
數
十
苹
間
最t
人
氣
あ
る
經
濟
學
，
一.般
人
閗
書
と
し
ズ
行
は
れ
た
ヒ
と
を
言
つ
-7
:
む
る(

^
?
|
|
:
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本
書
は
可
な
り
永
く
慶
應
義
塾
で
，敎
科
書
と
し
て
‘用
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ら
れ
た
.や
ぅ
.で
あ
る
け
れ
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猫
‘ら
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間
で
な
か
つ
た
。
i

だ
か
ら
全
篇(

I
K O
V

通
讀
せ
ら
れ
な
か
づ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、.

『

西
洋
蕻
惝』

の
出
版
に
際
し
、
チ
-
1
ン

.
パ
ー
ズ
の
#

デ
の
，■
_
を「

4

業
の
便
^」

に
從
づ
て『

經
卵
小
學』

に
讓
ら
れ
た
先
生
が
、
本
書
の
第一

ー
篇
务
ー
節「

分
業
に
就
い
て」

の

, 

く

. 

■ 

.

講
讀
を
省
辱
せ
ら
れ
た
赞
は
•あ
る
ま
い
.0
ゥ
ュ
i
フ
シ
ド
は
そ
こ
で
ス
ミ
ス
の
•釘
锻
冶
の
例
を
ひ
き
、
最
一
初
の
蒸
汽
機
關
：に
.附
添
o
て 

働

い

た

少

，平

エ

、の

例

を

引

き

、

'>
-
5
1ィ

がr

國
富
論』

s

分
數
の
章
に
暗
示
を
得
て
そ
の
數
學
計
算
に
便
虎
を
得
た
話
を
、\

ッ
べ
ー 

少
の『

機
蛾
の
經
濟
と
製
造
業
に
就
い
て』

C
h
a
r
l
e
s

w-a
b
b
a
g
e
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the 

e
c
o
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o
m
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of ma.chinery 

a
n
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a
n
u
f
a
c
t
u
r
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.

 

10 0

3
2
,
 

(L
o
n
d
o

ぶ

p
,
1
5
3

か
ら
引
用
し
.て
ゐ
る
。(p, 

700
,

2 '
g
£
2
.

)

o .

だ
か
-ら
ス
ミ
^
及
び『

警

論

』

の
名
が
わ
が
國
に
於
い
て
初
め
て 

*
應
篛
J

I

S

ら
れ
た
こ
と
は
疑
ひ
良
っ
た(

|

?

|

|

_難

お

|

^

|
針
|)

パ

•

註一

鹿
應
應
四
卬
十
一
刀
十
八
=
鹿
應
蕺
熟
に
人
門
し
た
永
田
煺
助
は
、「

金
が
入
塾
め
顷
、
‘先
碑
は
ゥ
ヱ
ー
ラ
ン
ド
の
經
濟
篑
を
講
じ
て
.ゐ
ら 

れ
た
ポ
、
そ
牝
も
久
し
か
ら
，ず
し
て
濟
み
、
次
に
ゥ
エ
ー
.ラ
ン
、に
の
修
-#
崔
を
初
め
ら
れ
だ」

£
ーー2
つ
て
ゐ
る(

石
何
幹
叨『

嵇
沏
論
冇
傳』

第
1 

.
-.

.
卷
，，S

O

M

。

) 

. 

‘ 

. 

• 

: 

.

.

.

.
餘
ニ
-明
治
ニ
竿
W
版
の『

慶
應
義
.熟
之
記
.

f

附
錄「
rl課

..

に
は「

一

.
ゥ
エ
ー
ラ
ン
ド
氏
脩
#
論
講
義
‘
福
.淨
論
士
rl
水
，啦： =

•十
：，

瞒
H
,
第 

パ

.•
-

十
時
九
り
し
ミ
變
つ
1
ゐ
る
。

• 

- 

*
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-
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:
.T
:
:^
^

方 

>
、
：
：
次
の
：
湯

早

齡

、

S

明

危

^
^

明
治
維
新
.の
際
駿
河
に
移
封
さ
れ
.务
漉
川
氏
が
舊
臣
中
の
優
秀
な
子
弟
.を
軍
職
に
養
成
し
て
生
活
の
保
障
.を
得
t

し

め

、
る

士

族

授

齑

の

’
， 

:
:
3
^
方

法

土:1
>
ー
著
_た

幕

宋

に

人

材

淹
^
外
.に
#

學

濟 

設
し
た
洋
式
學
校
で
あ
る
。
'こ
の
學
校
で
は
學
虫
を
資
業
生
と
本
業
生
-の
ニ
に
分
ち
、
資
業
坐
に
.は
外
镪
語
學
と
し
て
英
佛
の「

科
を 

.
課
し
"
そ
の
最
終
課
程
で「

萬

國

史

fe
濟
說
大
晷」

S:
:
•修
め
さ
.せ
た
。
明
治
ニ
年
刊
行
の
.小
册
子
沼
#
版『

經
濟g

略』

、r
p-
e com

p
e
n
-

d
l
u
m
o
f

 political e
c
o
n
o
m
y

 

f
r
o
m

 thelesson book, 

edited b
y
'
w
a
t
a
a
a
b
e
&
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Co. A
t

 

N
u
m
a
d
s
.

 
M
e
iot
J
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2
a
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は
恐
ら.■く
そ

Q

教
科
書
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
ら
ぅ
。積
極
盼
證
據
は
尨
い
が
、編
背
渡
部一

.

郞
が
こ
の
.
校
の
英
學
婚
當
の
敎
授
並
t
杏
つ
た 

と
.こ
ろ
.か
ら
そ
'
考
へ
ぢ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
册
子
に『

國
富
論』

か
ら
拔
い
た「

分
_」

論
の
'
 

一
節(c

a
m
^
n
w
、

a
, V

O
L

 i. 
p. 

13-14.) 

が
あ
る
。

こ
れ
が
前
述

「

靜
岡
學
校

」

級
'、
.
マ
力
ラ
ッ
ク
編

f

國
富
論
か
の1八
六
三
牢
新
版
扒
ら
引
か
れ
た
も
の
で
あ
る
ご
と
は
疑
ひ
あ 

る
ま
い(

雛
%

# 2
町

讀

i
r
l
)

.

°

本
1
子
ば
明
治
三
年
五
月
小
幡
篤
次
郞
1
生
に
ょ
つ
て

『

生
產
道
案
內

』

と
し
て
翻
_

せ
ら 

れ
た
。
.
そ
の
卷
の
下

「

骨
祈
を
分
つ•.単」 (

分
業)

仏
寧
は『

國
富
論‘

』

部
分
譯
の
敗
初
の
.も

秋
'>
_

し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
た
そ
れ
は
明 

.

.

^•
七
■
表
斯
猶
村
谦
！

i

が
着
譯I

經
濟
寒̂a

ゆ
廣
#
想

部

贫

私

赞

傭

冶

枚

想

)

^

%
で
動
者
と
：

そ
の
際
肺
^
は
、『

經
濟
學
人
門
-
名
坐
*

|
案
:0
と
改
调
さ
れ
た(

紳
雜
|

2|-
|
-
;
^
11
1
^

,0
. 

■

,

『

國

富

騎

』

の
.全

譯

は

明

治

十

五

年

お

/|
|
映
作
‘に
ょ
-つ
て
企
て
ら
れ
た
。
す
な
は
ち
明
治
十
五
年
.
月
か
ら『

取
京
經
霞
學
講
習
會
講
義 

«

J第
；：

1

_取

名

連

載

戴

枚

た

醫

嫌

論

原

：名

■
.

寝

ル

：灰

^
_
:
;
へ

醫

身

賴

：.爾

姻

电
^

.

_
京

:«
濟

學

醫
;:
#
講
義
_

ぼ
,
救
_

_
絝
速
售
1>
於

ど
こ
ん
.で
あ
る
。
彼
れ
:^
明
治
十
一
1
1
¥五
月
洎
柴
に
.

「

經
濟
懇
，話
會」

'|
:
開
き
、
後
、
大
藏
钪
鈒
行
局
の

「

銀
1仔
講
齊
會」

と
合
併
し
て「

衆

京
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經
濟
廣
講
習
會
：̂
組
織
し(

g

^
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^
f
5
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l
f
^
l
l\
»
iH
}-)
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四
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，會
員
の
ヽ
翻P
呛
レ
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た
る
書
を
册
子
に
編 

輯
し
、II

義
錄
と
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V

て

每

月
：！

號

づ

ゲ

發

行

し

」

舞
第)

.、
恐
ら
く
和
六
年
十
二
月
第
二
十5

ま
で
繼
續
パ 

し
た
"

_
勢
石
川
映
作
は
南
島
縣
河.沼
郡
野
澤
村
の
產
。
期
治.十
芤
年
‘同
會
の
禺
版
委
員
と
な
り
、

「

講
義
錄
|
で
は
ァ
-ダ
"ム
*
ス
ミ
ス
の 

r

阈
當
論
H
の
翻
■
を
膽
當
レ
た
。
彼
れ
故
明
治
八
年
七
月S

日 
>
匕
應
義
塾
に
知
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5
偏
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-

\後
共
立
'
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に
學
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尺
振
八
に
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いV

英

書
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響
H

彼
れ
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濟
學
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專
攻
セ
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ト
決
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へ
八
七
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一
: mg

r

尺
振
八
.

識
語
ぁ
る
所
以
で
t

 

曝l
u

，

S)

け

ル

言

f

し
も
す
ベ
て
そ
の
閱
讀
を
經
た
の
で 

な
，い

一

.

)

.彼

办

は『

國

富

論』

第

：一

緬

よ

り

第

现

辦

ま

で

を

揭

出

し

た

。

-
し
か
し
そ
の
頃(

明
治
十
八
年
八
月)

肺
患
に
罹
り 

翌
十
九
¥
四

月

業

半

ば

に

し

て

逝

い

た

。
，
命

翻

_
は

嵯

峨

芷

作

に.よ

つ

セ

繼

承

さ

れ

：
朋

治

】

一
十
一
年
完
成
さ
れ
た
。
，
嚼

峨

IE
作
は
富

-
山
縣
上
新
)|
|
鄭
深
眾
瀬
の
生
れ
で
ぁ
る
。: ^
學
硏
究
の
經
路
ゅ
明
か
で
扣
い
が
、
政
治
類
典
の
_
譯
が
ぁ
る
。
本
書
で'は
第
五
篇rk

ム
債
-

-命 『

|

パ
し
た
へ
經
濟
雜
誌
社『

大
！！：本

人

名

馨』

笫
七
版
、
大

TE
7f
i

¥
，
’八
沉
在
.瓦
。
吁
版
京
經
濟
雜
認』

明
治
ニ
十

0
,

ス
ー
一¥
、
が
ー
；十
一
今
笫
艽
ニ
捌
號
、
七
：九
四
質
。
峻
峨
疋
作
網『

U
本
史
辋』

卷
下
、
小
池
靖
ー
跋i

,
本
譯
が
ど
の
部
分
ま
でr
m京
經
濟
跑
講
習
會
講
義
錄

』

に
連
載
さ
れ
、jそ
し
て
如
何
な
る
經
路
を
經
て
明
治
十
七
苹
六
月
1
同
二
十
■ 

1

年
四
;1
の
！"富
國
論』

ー
ニ
翁
に
宠
成
さ
れ
た
か
明
か
に
さ
れ
て
居
ら
尨
い
>
ぅ
で
ぁ
る
。
が
私
は
次
ぎ
の.
や
，
ぅ

に

考

へ

で

ゐ

，る

。

『

富

國
 

、
論

原

名

「

ゥH

ル
，ス
、
オ
フ
，
ネ
ー
シ
ョ
ン
し

』

，ば
明
治
十
四
半
四
月
、

『

東
京
經
濟
學
講
習
舍
講
氣
緣

』

第一

卷
よ
り
恐
.ら
く
明
治
‘十
六
年 

，十
二
月
第
二
十
一
，卷
に
、
敗
七
章

「
貨
物
ノ
自
然
傭
格
及
ヒ
市
價
ヲ
論
ス

」

史
で
連
載
さ
れ
た
。
本
講
義
錄
‘拉
恐
ら
く
本
號
で
廢
刊
と
な 

り
、當
國
論
はr

從
來
講
義
錄
一
一登
錄
セ
>
,職」

i

r
凡
片
十
三
1 !
一
，
册

ニ

百

べ

ー

ジ 

>

」

に
分
册
し
て
刊
行
の
濺
定
が
樹
て
ら
れ
、
十
七 

¥
1

月
か
I

手
さ
れ
た(

_

I

^

E? t
i £
2

S

I

Ml s
I l
l

^

s

ll ?)

。

し
か
し
匕
の
分
冊
は
露
に
は
十 

，ニ
册
で
完
成
さ
れ'
第
十
册
よ
り
第
四
#
^
で
は
明
治
十
七
年六
，丹
に
、

『

英

國

•
蓝
當
斯
密
氏
著,
日

本

，尺
振
八
先
生
閱
、同

杯

：
 

,;!
!
映
作
譯
富
國
論

.

.第
一
卷
|
と
七
て
合
本
刊
行
せ
ら
れ
、
第
五
册
よ
り
第
八
册
ま
で
は
.、
同
十
八
年
五
月『

英
國
マ
ダ
士
ス
ミ
ス 

氏
著
、
日
本
石
川
映
作
譯
富®
論

第

二

，卷』

と
ふ
て
、
第
九
册
よ
り
第
十
二
册
まt
は
ハ
第
九
册
は
明
治
十
八
年
九
月
、
第
十
册
は 

同
十
九
年
；

f
1

月
、
第

十
,册
は
同
一
1わ
年
1ハ
月
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